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シュタイナー幼稚園における演劇の実践 と理論

広 瀬 綾 子

【要 旨 】

哲 学者 ・人智学者 ・教育者ル ドルフ ・シュタイナー(RudolfSte血er,186i-1925)の 教育理論に基づ くシュタイナ

ー幼稚園では、 さまざまな教育活動が行 われる。本稿ではシュタイナー幼稚園で頻繁 に行われるキ リス ト降誕劇 を

例に して、教育方法 としての演劇 に着 目する。 シュタイナー幼稚園での演劇教 育を支 えるのはシュタイナーの入間

観、教育観であるが、か れは、身体組織 ・器官の形成、身体活動 ・運動、言葉 を話す ことお よび思考す ること、道

徳性 ・宗教性の発 達の4点 を幼児の本性 として重要視 した。 シュタイナーにあっては、幼児の本性 を満 たす ことが、

幼児教育の 目標 とされる。 それゆ えシュ タイナー幼稚園では、シュタイナーが幼児の本性 として、また教育方法 と

して最 も重視 した模倣の原理 に基づ き、身体組織 ・器官の形成、身体活動 ・運動 、話す力の形成、道徳性 ・宗教性 の

育成の方法 として演劇が行 われ るのである。 シュタイナー幼稚 園で行われる演劇が 日本の幼稚 園で行 われ る演劇 と

最 も異 なるのは、教 師が先導 し、中心 となって模範 を示 しつつ幼児 と一緒に劇 を行 うことであ り、 これ はシュ タイ

ナー幼稚園 における教育方法 と しての演劇活動で最 も重要 なことがらである。

は じめに

シ ュ タイ ナ ー教 育 と は、 オー ス トリア生 ま れの 哲 学 者 ・人 智 学 者 ・教 育者 ル ドル フ ・シ ュ.タイ ナ ー

(RudolfSteiner,1861-1925)の 教 育 理論 お よびそ の理 論 に基 づ く教 育 実践 に対 す る総 称 であ る。 別名 、 ヴ

ァル ドル フ教 育 ともい う。 シュ タイ ナー の教育 理論 を支 え とす る教 育 実践 は、 シュ タイナ ー(ヴ ァル ドル

フ)学 校 お よび その幼 稚 園の設 立 とい うか た ちで展 開 され 、約80年 の歴史 を もつ 。この学校 は わが 国の小 、

中学 校お よび高校 の 三つ の段 階 を統 合 した12年 制一 貫教 育 の私 立学校 で あ るが、幼 稚 園 と も連携 してお り、

す ぐれた 人 間教 育 と して世界60力 国 に広 ま り注 目 を浴 び る。 その 人 間教 育 を構 成す る もの の一 つ に、演劇

教育 が あ る。 シュ タイナ ー学校 で は 「演 劇 は学校 の 日常 の行 事」(カ ール グ レ ン,F,1992,174頁)と して と

りわ け重 視 され 、教 育 の重 要 な柱 と して位 置づ け られ てい る。同様 に、シュ タイ ナー学 校 ほ どで はない が、

シュ タイ ナー幼稚 園 にお い て も、演劇 活動 が行 われ る。 しか しこの分野 につ いて は、 わが 国で はい まだ紹

介 されて お らず、研 究 も行 わ れて い ない。

本 稿で は、 幼児 期 にお いて教 育 活動 の一 環 として行 わ れて い る演 劇活 動 に注 目す る。 本稿 の課 題 は、幼

児期 の子 ど もの本 性 を明 らか に し、 シュ タイ ナ ー幼 稚 園 にお け る演 劇活 動 の 目的 を明 らか に し、 さ らにそ

の 目的 を達成 す るた めの 方法 の原 理 を究 明す る こ とにあ る。以 下、 そ れ らを次 の よ うな順序 で 明 らか に し

た い。① シュ タイナ ー幼稚 園 にお け るキ リス ト降誕 劇② 教 育 の基礎 と しての人 智学 的人 間観③ 幼 児期 の子

ど もの本性 と教 育 の 目標④ 幼児 教育 と して の演 劇活 動の 方法 の原 理 。

1.シ ュタイナー幼稚園におけるキリス ト降誕劇

シュ タイ ナー幼稚 園で は毎年 ク リスマ スの時 期 に なる とキ リス ト降誕 劇 がお こなわれ る。 ア ドヴェ ン ト

(待降 節:ク リス マス前4週 間 の準備 期 間)に は、人 形劇 な どさ まざ まな催 しが お こな われ るが 、キ リス ト

降誕劇 はその 中 で も目玉 であ る。 園児 た ちは、 キ リス ト降 誕劇 に登 場す る人物 、そ の他 に扮 して想像 の世

界 を演 じて遊 ぶ。 わが 国 で もあ ちこ ちの幼稚 園 で、 園児 が ヨセ ブ・ マ リア、 羊飼 い な どの役 を演 じるか た

ちで 、キ リス ト降誕 劇 が行 わ れ るが 、 シ ュ タイナ ー幼稚 園 にお け るキ リス ト降誕 劇 は、私 たちが想 像 す る

園児 た ちの劇 とは大 き く違 ってい る。私 た ちが想 像 す る幼 稚 園児 た ちの 劇 とい え ば、 大人 の劇 の 縮小 版 、

つ ま り園児 た ちが舞 台 上 で与 え られ たセ リフ を言 い、教 師 が舞 台袖 で園 児 た ちの演技 や 進行 を見 守 り、客

席 で親 た ちが鑑 賞 す る とい った形態 で あ ろ う。 当然 、舞 台 の上 に は園児 た ちが い るだ けで あ って、教 師 は
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一切登 場 しない
。 とこ ろが シュ タイ ナー幼 稚 園の劇 は それ らとは全 く異 な る。最 も大 きな違 い は、 シ ュタ

イナ ー幼稚 園で は、教 師が 登場 し、 しか も教 師 が劇 の 中心 的 な役 割 を果 たす こ とで あ る。 いわ ば教 師が劇

の主役 で あ る。 もう一 つ は、 園児 た ちが セ リフ を暗記 して 一人 一人 セ リフを言 うとい う こ とは一 切 ない と

い うこ とであ る。 つ ま り、教 師 の先 導 に従 い、教 師 と一緒 に なっ てセ リフを しゃべ り、歌 を歌 い、動 作 を

す る のであ る。

具体 的 には こ んなふ うで あ る。 まず 、教 師が ヨセ ブ、 マ リア、羊飼 い な どの配 役 を決 め、 園児 た ちは一

人 一 人違 っ た衣裳 を教 師 に着せ て も らう。衣 裳 は劇 の雰 囲 気 を出 す の に大変 重 要 な役 割 を果 た して いる 。

そ して教 師 主導 で教 師 と同 じ しぐ さを し、 ラ イア ー1)や 笛 に合 わせ て み ん なで歌 い な が ら円 に なる 。身

重 のマ リア と ヨセ ブが宿 を求め る場 面 では 、教 師が ス トー リー や セ リフを語 り、 そ れ に した が って、 ヨセ

ブ とマ リア役 の園児 は 円の 中央 に進 み 出て 、宿屋 の戸 をた た く動 作 な どをす る。 この よ うな簡単 な しぐさ

もすべ て教 師が 導 く。 その他 の 園児 た ちは 、教 師 と共 に歌 いなが ら、教 師が 「残 念 なが らこの宿屋 は一杯

で す」 と(ヨ セ ブ とマ リアの 申 し出 を)断 る し ぐさ をまね る。 そ して3人 の博 士役 の園児 た ちは、 歌 にあ

わせて 円の外(ま わ り)を 何 周 か 回っ たの ち、 マ リア と ヨセ ブの も とに辿 り着 き、教 師 の先導 や セ リ フに

したが って、乳香 や もつ薬 を円 の 中央 のマ リア とヨセ ブの元 に い る幼 子 イエ ス に捧 げ る。 ス トー リーやセ

リフ を語 るの は、共 に演 じる教 師で あ り、時 折 、園児 たち もそ の教 師が リズ ミカル に口 に出 す言葉 を、教

師 と共 にみ ん なで言 う。 これが い わゆ る 「セ リフ」 に とっ てか わ る。歌 うこ とや し ぐさ、 身 ぶ りが重視 さ

れ るが 、そ の どれ もが教 師 の真似 で あ る。

私 た ちが 想像 す る幼稚 園児 の劇 と シュ タイナ ー幼稚 園で実 際行 われ てい る劇 の違 いは何 に由来 して い る

の だ ろ うか。 演劇 活 動 に限 らず 、教 育 の あ り方 につ い て、 シ ュ タイ ナー は次 の よう に述 べ る。 「あ らゆ る

教 育 と授業 は人 間の 本性 につい ての 真 の認 識 か ら湧 き出 て こな くて は な りませ ん」(Steiner,R1924e,S.9)。

そ れ故 、幼稚 園で の演劇 活動 の あ り方 を理解 す る ため に、 まず は、 シ ュ タイナ ーが幼 児期 の子 ど もの 本性

や発 達 をどの よ うに捉 えて いる のか を明 らか にす る。

2.教 育の基礎としての人智学的人間観

シ ュ タイ ナー教 育 の根 本 をなす の は、 人智 学 的人 間学 で あ る。 この人 間学 で は、 子 ど もの霊 性 ・神 性 と

い っ た 目に見 えない 世界 が 大切 に される 。人 智学 的 人 間学 で は、 シ ュ タイ ナー に よれ ば、子 ども(人 間)

は身体(Leib)、 霊(Geist)、 お よび魂(Seele)の3つ よ り成 る存 在 で あ る(Steiner,R。1919a,S.91;シ ュ タ

イナ ー,R.1989a,93頁)。 身体 は、 この世 だ け に存 在 し、 眼 で見 る こ とので きる物 質で あ るが、 霊 と魂 は物

質 で は ない 。 こ れ らは眼 に見 え ない もので あ り、 子 ど も・人 間 の内部 の奥 にあ って働 く力 で あ る。 霊 は 、

身体 や 魂の 最内 奥 でた えず活 動 し、 す ぐれ て 「創 造 的」 「生産 的」 に作 用 す る神的 な力 をその 本質 とす る。

魂 とは、思考 ・感情 ・意 志 ・意欲 ・欲 求 ・関心 ・記憶 力 ・意 識 … 等 々の 言葉 で表 現 され る力 ・能 力あ

るい は活動 をそ の本 質 とす る2)(Steiner,R.1920,S.37)。 霊 は 、 この魂 に作 用 し、魂 に対 して方 向や意 図 を

示 し、 「真 理 や善 に生 きる力」 を与 える。

シ ュ タイナ ー による と、 人間 の発達 過程 は魂、 霊 、お よび身体 の変 化 と して と らえ られ る。 シュ タイ ナ

ーは子 ど もの発 達 を0～7歳(幼 児 期) 、7歳 ～14歳(児 童期)お よ び14歳 ～21歳(思 春 期 ・青 年期)の3つ の

時期 に区分 す る 。身体 、魂 お よ び霊 のあ り方 が年 齢 ・時 期 に よ って異 な るた め に、 この よ うに3つ に区分

され るの だが 、 シ ュ タイナ ー教 育 で は、 こ れ ら3つ の発 達段 階 が重 視 され、各 時 期 の子 ど もの本 性 に応 じ

て カ リキ ュ ラムが 組 まれ、教 育 活動 ・授 業 が展 開 され る。 したが って 、子 ど もの 教育 に従 事 す る者 が まず

行 わ な くて は な らない ことは、3つ の各 々 の時期 の子 ど もの本 性 が どの よ うな もので あ るか を よ く認識 し、

思春 期 ・青 年期 以後 に展 開 され る人 生 につ い て も よ く理解 してお くこ とで あ る、 とされ る。 シュ タイ ナー

は 、 この こ とを、教 育 者 と して何 よ りも大 切 な こ とは 、人 間 の生 涯 の 中 にい くつ か の大 きな節 目3)が あ

るこ とを洞察 し、生 涯全 体が い くつ かの 時期 に区分 され な くては な らない こ とを知 る こ とで あ る、と訴 え、

さ らに続 け て次 の よ うに述 べ て い る。 「教 師 ・教 育者 と して、 子 ど もと深 く人 間 的 な関係(einwirkliches,

tiefmenschlichesVerhaltnis)を 取 り結 ぼ う とす る人 は、 ま さ にこれ らの 時期 につい て の基本 的 な認 識 を持
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っ て い な け れ ば な り ませ ん」(Steiner,R1996,S.8)。

3.幼 児 期の 子 ど もの 本 性 と教 育 の 目標

幼児 期 は上 に述 べ た 三つ の 時期 の第 一 の段 階 に相 当 す る。 こ の誕生 か ら歯 の生 えか わ る6、7歳 頃 まで

の時期 の子 ど もは、そ れ以 後の子 ど も とは違 ったか た ちで活 動 し発 達 す る。 シ ュ タイナ ーは 「人生 最初 の

3年 間、 ひい て は人 生最 初 の7年 間 とい う ものは 、この時 期 の子 ど もは後 年 の 時期 とは全 く違 う存 在 で ある

が ゆ え に、人 間 の生 の全展 開 に とって最 も重要 で あ る」(Steiner,R.1923b,S.104;シ ュ タイ ナー,R.1985,140

頁)と 述べ 、 この 時期 を、 後の発 達 過程 に とって基礎 とな る最 も重要 な時 期 と して位 置づ け る。各 々 の時

期 の教 育 の方法 は 、 シュ タイナ ー にあ って は、各 時期 の 人 間の本性 につ いて の よ り詳 しい考 察 お よび教 育

の 目標 の設 定 と一体 にな って提示 され てい る。 それ で、以 下 で は、 シュ タイ ナ ーが主 張す る幼児 の本 性 と

教 育の 目標 を明 らか に し、 これ との 関連 で幼児 教 育の 方法 と して の演 劇 活動 につ い て述べ た い。

シュ タイナ ー に よれ ば、誕 生 か ら7歳 頃 までの幼 児 の本 性 と して は、次 の4点 が重 要 であ る。 第一 に、 身

体 組織 ・器 官 の形成 で あ り、第 二 に身体 活動 ・運 動 であ る。 第三 に、 言葉 を話 す ことお よび思考 す る こ と

で あ り、第 四 に、道徳性 ・宗 教性 の発 達 で あ る。幼児 は こう した4つ の本性 を もって生 きるが、 この4つ は、

シュ タ イナー にあ って は、 同時 に幼児 教 育 の 目標 に直 接 つ なが る。幼児 の 本性 を満 た す こ とが 、幼児 教 育

の 目標 とされ るか らで ある。

(1)身 体 の 組 織 ・器 官 の 形 成

シ ュ タイ ナー に よれ ば、幼 児 期 に は霊 と魂 と身体 の3つ が 、他 の どの時期 よ りも相 互 に結合 し一体 とな

って成 長 し よう とす る が、 そ れ らの なか で特 に発 達 が著 しいの は 身体 で ある 。 身体 とは 、脳 、心 臓 、肺 、

胃、腸 、骨 格、 筋 肉等 々の 身体組 織 ・器 官 のすべ て を言 うが 、幼児 期 にお け る身体 組織 の形 成 とは、 その

基 本的 形体 の形 成 の こ とを言 う。 シュ タイナ ー は次 の ように述べ る。

「子 どもの肉体 の 器官 は歯 が生 え変 わ る までの あ いだ に、一 定 のか た ちに形成 され な くては な りませ ん。

肉体 の器 官 の構造 は 、 この時期 に、特 定 の方 向 と傾 向 を受 け取 らな くては な りませ ん。 その あ とで ほん

とうの意 味 で の成 長が 始 ま ります が 、 この成 長 は その 後ず っ と、7歳 まで に作 り出 された 肉体 の形 態 を

基礎 と して生 じます 。七 歳 まで に正 しい 肉体 の形態 が作 り出 され る と、 そ の後 、そ れ を もとに正 しい 形

態が 成長 します」(シ ュ タイ ナー,R.1999a,63頁)。

人智 学 的 人間学 に従 えば 、人 間 固有 の精 神 的生 活 の享 受 は、 決 して魂 や 霊 の力 だ け に依 るの で はな く、

身体 の力 に も基 づ く。 身体 は、精 神 的生 活 に対す る傾 向性 とい う もの を持 ってお り、 身体 の この傾 向性 が

精 神的 生活 の享 受 に重 要 な役 割 を果 たす ので あ る。 も しもす ぐれ て崇 高 な精 神 的世 界 に敏感 に反応 す る身

体 を持 つ な らば 、人 間 は、容 易 に精 神 的 ・道徳 的 な生 活 を営 み享 受 す る こ とが で きる とされ 、身体 組 織 の

正 常 な形成 のた め に必 要 なの は、精 神 的 にす ぐれた世 界 に対 す る傾 向性 で あ る とい う。 その傾 向性 とは、

霊 や魂 が個 人の 成長 ・発展 のた め に必 要 な善 や真理 、美 な どのす ぐれて精神 的 な世 界 に進 もう とす る と き、

身体が そ れ を援 助 す る方 向へ と進 む こ とをい う(広 瀬 俊雄1988,98頁)。 つ ま り、 人 間の 身体 諸器 官 は、単

に生物 学的 な生 命 のた めの器 官 で はな く、 それ は、 同時 に人 間の うちに精神 的生活 を生 み 出 し支 える器 官

で もあ る。

シ ュ タイナ ーに よれ ば、 そ う した 身体組 織 の健全 な傾 向性 とい うもの は、大 人 にな って か ら育 成 され る

もので は な く、幼 児期 に形 成 され る。 そ して 、幼児 期 に形 成 され た身体 組織 の傾 向性 は、 それ以 後 の時期

に持 続 し、 人間 の精神 的 、道 徳的 な生 活 に大 きな作 用 を及 ぼ す と され る。 それ ゆ え、幼 児期 の教 育 は、 そ

の よ うな身体 組織 の健 全 な傾 向性 の形 成 を 目指 して行 わ れ な くて は な らない ので ある。 シュ タイナ ーは次

の ように述べ て い る。 「教 育者 と しての役 を務 め る もの は … 健康 なる 肉体機 構 の進 むべ き方 向 を取 って展

開 す る よ うに、 方 向づ け 導 いて や る ように努 めね ば な りませ ん」(Steiner,R.1922,S.62;シ ュ タイ ナー,R.



126 広 瀬 綾 子

1981,90頁)。

(2)身 体 の活 動 ・運 動

誕 生後 の幼 児 の成長 を観 察 す れば分 か る よ うに、幼児 は まだ立 って 歩 くことがで きない うちか ら、手 で

もの をつ か み、這 い まわ っ た りころ げ まわ った りして身体 を しき りに動 か す。 そ して こ う した 身体運 動 の

後 に、直 立歩行 がで きる ように なる。 シュ タイナ ー に よる と、1歳 か ら7歳 まで の時期 にお いて は、幼 児 の

生 は身体 運 動 に よ って支 配 されて い る と され る(Steiner,R.1924b,S.48)。 身体 運動 、 特 に 身ぶ り・歩行 は、

概 括 的 にみ れば幼児 期 全体 の特 徴 と され るが、 幼児 教 育 に従事 す る者 は、 この 身体 運動 を主 と して次 の理

由か ら教 育 の 目標 と して重 視 しなけれ ば な らない。

第 一 の 理 由 は 、 幼 児 の 身 体 運 動 が 、 う ち か ら 自 然 に 湧 き 出 て く る 「最 も 内 的 な 衝 動 」

(Steiner,R.1924b,S.47)あ るい は 「最 も根源 的 な衝動 」(Steiner,R.1924b,S.47)に 基づ くもの だか らで あ る。

幼児 期 に身体 運動 が 重視 され る第 二 の理 由は 、身体運 動 が魂 の要 素で あ る意志 の発 達 を促 す か らで あ る。

シ ュ タイナ ーに よれ ば、誕 生 か ら7歳 頃 まで は、魂 の 中の意 志 が感情 や思 考 よ りも著 し く発達 す る。 「人 間

の身体 活動 は、魂 ・精 神 的 な もの と して意 志 か ら生 ず るの で あ り、 意志 衝動 が発 出 して人 間の運 動器 官 の

中へ の流 入 す る こ となの です」(Steinef,Rl923b,S.127;シ ュ タイナ ー,R.1985,171頁)。 つ ま り、 幼児 にあ

って は、 意志 が活動 しな けれ ば身体 運動 は生 じないの であ り、 意志 の活 動 が身体 運動 のか たち で現 れ る と

い う ことで あ る。意 志 の活 動 は、 本来 は魂 に属 す る こ とが らであ る 。 しか し、6、7歳 頃 まで は、 意志 は、

身体 か ら独 立 した魂 の こ とが らと して はい まだ活動 で きず 、身体 の 中 で身体 運動 とい うか たちで 活動 し発

達 しよう とす るの で ある。 この こ とは言い換 えれ ば、感 覚器 官 の活動 を含 む全 身運動 が合 自然 的 に行 わ れ

れば行 わ れ るほ ど意 志 が発 達す る とい うこ とで あ る。 この よう にシュ タイ ナー が幼児 の 身体へ の働 きか け

を重視 す るの は、 身体 運動 が その ま ま後の 魂 の形成 につ なが り、 身体活 動 に よって と くに意 志 の発達 が促

され るか らであ る(Steiner,Rl923b,S.127;シ ュ タイ ナー,R.1985,171頁)。 なお、 シュ タイ ナー は、 こ う し

た身体 活動 と意 志 との 関係 につ い て演劇論 の中 で も 「身ぶ りの 中に は感情 によ って満 た された 人 間の意志

の告 白が息 づ い てい る」(Steiner,R1924d,S.390)と 述べ る。

幼児 期 で は、 身体 と魂 の 中の意志 の二つ は ま さに一 体 に なって お り、意志 はた えず感 覚器 官 を支 え、 こ

れ を動 か してい るの であ る。 シ ュ タイナ ーは言 う。 「意 志 的 な もの が、 歯の 生 えか わ り(7歳 頃)ま での子

ど もの 身体全 体 の 中で 強烈 に働 き ます」(Steiner,R.1923a,S.96)。 言 う まで もない が、 この意志 の力 は、 能

動性 や 自発 性(Selbststandigkeit)を そ の本 質 とす る。 それ ゆ え、子 ど もは極 め て活発 に活動 す る。 そ の活

動 の 活発 さに注 目す る と、 これ を単 に能動性 とい う言葉 で 表現 す るだ けで は不 十分 で ある。 そ れで シ ュ タ

イナ ー は、 しば しばBedUlfnis、 つ ま り 「欲 求」 あ るい は 「要求」 とい う言葉 で子 ど もの 本性 の能 動性 を表

現 す る。彼 は また と きに は"verlangen"つ ま り 「求 め る」 「要 求す る」 とい う言葉 で表 現 し、"DasKi㎡d

f曲rtsichselbstindieseBahnhin6in"即 ち 「自分 自身で この道 に入 ってい く」(Steiner,Rl921-22a,S.130)と

い った言葉 で表 す 。

(3)話 す 力 の 形 成

シュ タイ ナー に よる と幼 児期 にお ける 「話 す 能力 」 と 「思 考 す る」 能 力 は、 人間 の生全 体 に とっ て極 め

て重 要 な3つ の 能力 、 す なわ ち、 歩 く、 話す 、 考 え る とい う3つ の能 力 の うち の2つ の能力 と され、 これ

らが 人生 の初期 に どの よう に獲 得 されるか が考 察 され ね ばな らない 。 シュ タイ ナー に よれ ば、話 せ る よ う

に なる こ とが幼 児 自身に とって 重要 な のは主 と して次 の3つ の理 由 によ る。

第 一 に 、 シ ュ タ イ ナ ー が 「… 話 す こ と を 学 ぶ こ と に よ っ て 人 間 は 外 界 と の 関 係 を 得 ま す 」

(Steiner,Rl923a,S.35)と 述 べ る よ うに、話せ る よう にな るこ とで、幼 児 は外界 へ と関係づ け られ る よ うに

なる。

第 二 に、 話 す こ とが幼 児 の 身体 、 す な わ ち呼吸 ・循 環 組 織 の形 成 につ なが る 。 シ ュ タイ ナー に よれ ば 、

話 す行 為 の出現 の源 泉 の一 つは 、手 足 の運動 に備 わる 「リズ み」 と 「拍 子」 にあ り(Steiner,R.1923a,S.35)、

話 す言 語 それ 自体 も音 楽的 な要 素、 つ ま りリズ ム と拍 子 を その本 質 とす る(Steiner,R,1920,S。137)。 それ ゆ
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え、話 す こ とは リズ ム組 織 であ る呼吸 ・循 環組 織 に作用 せず にはお か ない とい うので あ る。

第 三 に、 話す こ とが思 考 ・感情 ・意 志 とい った魂 の力 の形 成 に大 きな役割 を果 たす こ とで あ る。 それ は魂

の力 の中 で と くに 「思考 」 力の 形成 に強 く大 きな作用 を及 ぼす とい う。大 きな作用 を及 ぼす とは、 話す こ

とが思考 活 動 を生 み出す とい う ことであ る。 この こ とをシ ュ タイナ ーは 「話す こ とが 歩行 や物 の把持 、 す

な わ ち 人 間 の 運 動 か ら 生 じ る よ う に 、 思 考 は 話 す こ と か ら 生 じ て く る の で あ り ま す 」

(Stehler,R。1923b,S.111;シ ュ タイナ ー,R.1985,151頁)と 述べ る。

(4)道 徳 性 ・宗 教 性 の 形 成

シ ュ タイナ ーは霊 性 の実在 を人間 の内部 に認 める こ とで、人 間 は生 まれ なが らに真理 や善 ・美へ の衝 動 ・

欲 求 を有 して い る とい う見解 に立 って い る。真 理 や善 ・美 に代 表 され る道徳 的 な感 情 に は、 さま ざま な感

傭 が あ るが 、 シュ タイ ナ ー に あ っ て は大 き く 「感 謝(Dankbarkeit)」 、 「愛(Liebe)」 な らび に 「義 務

(pflicht)」(Steiner,R.1923a,S.115)の3つ を意味 す る。 なかで もシュ タイナ ーは 「感謝 の基 礎 は歯 の生 えか

わ り以 前 につ くられ ねば な りませ ん」(Steiner,R.1923a,S.140)と 述べ 、幼児 期 にこの 「感 謝」 の 基礎 を築

くことを重視 す る。 シュ タイナ ーが 「愛」 や 「義務 」 に比 べ て、幼児 期 におい て 「感 謝 の念」 を重視 す る

理 由 は、彼 の次 の言葉 にみ られ る よ うに、 「感 謝」 「愛 」 「義務 」 とい う道 徳 性 の発 達 の順序 に対 す る見方

にあ る4)。 「感 謝 の念 か らは、 あ らゆ る もの が芽 生 え て参 ります 。私 達 は感 謝 の念 か ら、 人 間の 『人 を愛

す る力』 や 『義 務 を感 じる能力 』 を成 長 させ る こ とがで きるの です」。(Steiner,R.1922,S.155;シ ュ タイ ナ

ー
,R。1981,231頁)つ ま り、 「愛 」 や 「義務 」 が 「感謝 」 の念 を土 台 に芽生 える ゆえ に、 シ ュ タイナ ーは感

謝 の基礎 を築 くこと を重視 す るの で ある。 さ らに、 彼 が幼児 期 の道 徳教 育 にお いて重 視 した もの に、 感謝

の基 礎 の確 立の ほか に、善 に対 す る好 感、 悪 に対す る反感 とい った 道徳 的 な善 の形成 を付 け加 える こ とが

で きる。

さて、 シュ タイナ ー にあ って は、 とりわけ感 謝 の念 は、単 に道徳 的 な生 の基礎 の形 成 に寄与 す る に とど

ま らず 、 さち に宗教 性 の基 礎 をつ くる働 きをす る。宗 教性 の基 礎 とは神 へ の愛 を言 う。 シュ タ イナ ーカポ

「誕 生 か ら 歯 の 生 え か わ り ま で の 時 期 に 感 謝 に よ っ て 生 じ る 愛 、 そ れ は 、 神 へ の 愛 で す 」

(Steiner,Rl923a,S.ll7)と 述 べ る ように、 幼児 の感 謝 の対 象 は他 人 に対 す る感 謝 か ら、 さ らにそ れ に とど

ま らず、神 へ の愛 へ と至 るので あ る。

4.幼 児教育としての演劇の方法の原理

す で に明 らか に した よ うに、 シュ タイナ ー にあ って は、幼児 期 の教 育 の 目標 は、 身体組 織 ・器 官 を健 全
`
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に形 成す る こ と、 身体 を活 発 に活動 させ る こと、言 葉 を話す こ と、思 考力 の基 礎 を育 成す るこ とな らび に

道徳 性 ・宗教 性 を育 成す る こ とにあ る。 で は、 この ような 目標 を どの よう に して 達成 すべ きか 、 また これ

噂 ら'の目標 を成 し遂 げ るため に は
、い か なる方 法 に依 るべ きか。シ ュ タイナ ー幼 稚 園 では、その 方法 と して、

●

、 遊 戯 やお菓 子作 り、人 形劇 な どさま ざま な活動 が行 わ れるが 、 その一 つ と して、演 劇 活動 が行 わ れ る。 シ

ュ タイナ ー に よれば、 どの よう な教 育活 動 であ れ、 この幼 児期 の教育 の方 法 の根 本原 則 は、教 育者 がす べ

ての教 育 活動 を幼児 の本性 、す なわ ち 「模倣 」性 を最 大 限 に配慮 して展 開 しな くて はな らない とい うこ と

であ る。以 下 で は、教 育方 法 と しての演 劇活 動 のあ り方 の原 理 を具体 的 に述べ るが、 まず シュ タイナニ 幼

稚 園 の教育 活動 の根 本 を規 定す る幼 児 の模倣 性 と、教 育 方法 と して の模倣 の あ りか た につ い て述べ る。 続

いて 、演 劇 活動 にお い て 身体組 織 ・器 官 の形 成 、身 体活 動 ・運動 、 話 す力 の形 成 、宗 教性 ・道徳 性 の育 成

とい う教育 目標 が どの よ うに して達成 されて い るか を、 シュ タイ ナー の理 論 に もとつ い て明 らか にす る。

(1)幼 児の模倣性

シュタイナーによれば、幼児の注目すべき状態の一つは、幼児が外界・事物に関心を寄せ、それを知覚

して生きることであり、しかも幼児はその知覚活動を大人とは違って全身で行う。身体全体で外界を知覚

して生きることが、幼児の重要な本性とされるのである。子どもはさまざまな領域に関心を向けるのであ
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るが、 特 に 「人 間」 には この上 な く強 く大 きな関 心 を向 け る。 こ こに言 う人 間 とは、詳 し く言 えば、 人 間

の 「身ぶ り」 「しぐ さ」 「態度 」 「振 る舞 い」 「表情 」 「声 」 等 の こ とで あ る。 子 ど もは周 囲の 人の 身ぶ りや

しぐさ、態 度や振 る まい等 に ひ ときわ大 きな関心 を示 す ので あ る。 この こ とにつ いて シュ タイナ ーは次 の

よ うに述べ る。 「子 どもは、外 界 の すべ て に対 してで は な く、あ る もの にのみ 関心 を示 す 。即 ち、身 ぶ り

(Gesten)、 態度(Gebarde)、 さま ざま な動 きの状 態 にあ る もの(Bewegungsverhaltnisse)に 対 して関 心 を

示 すの です」(Steiner,R」g24b,S.46)。

しか も、幼 児 は、他 人 と一 緒 にい る と き決 して他 人 の身 ぶ りや しぐ さに関心 を示 す、 す なわ ち知覚 し感

知 す るだ けで は満足 しない。 シ ュ タイナ ー に よる と、子 ど もは、知 覚 した ら次 の段 階へ と進 む。 次 の段 階

とは 「模倣(Nachahmung)」 であ る。 子 ど もは 、周.囲の人 の 身ぶ りな どの動 きの あ る もの を知 覚 す る と、

そ れ を模 倣 す るの で あ る。 シュ タイナ ーは次 の よ うに述べ る。 「子 ど もは、 周囲 の 人の あ る動 きを知 覚す

る瞬 間 、 自分 の うちにそ の動 きを模 倣 しよ うとす る衝 動 が起 こるの を感 じる」(Steiner,Rl924b,S.46)。 「子

ど もが何 か を知覚 した場合 、それが 運動 で あ ろ うと も、あ るい は音 声 であ ろ う とも、そ の子 どもの 中には 、

自分 の 内面性 の すべ て をか けて知 覚 した もの を 自分 の 中で真 似 て、 同 じ形 に再体 験 しよ うとす る衝 動 が生

じます」(Steiner,R.1922,S.17;シ ュ タイ ナー,R.1981,19頁)。 い か なる幼児 も模 倣性 を持 ち、模 倣性 に生 き

る。 シュ タイナ ー に よれ ば、 こう した模倣 活動 は、幼児 が 自己 を発 達 させ よう と して行 う最 も特筆 さ るべ

き本 性 であ る。 この模 倣 は、幼 児期 の教 育 、 と りわけ その 方法 の あ り方 を規 定 す る最 も根 本 的で 重要 な本

性 と して とらえ られ る。

と ころで、幼児 が全 身で模 倣す る対 象 は、周囲 の人 の外 に現 わ れた 身ぶ り、行 為 、動 きであ る。幼児 は 、

周 囲の人 の外 に現 わ れ る もの 、つ ま り、動作 、表情 、 し ぐさ、 口の動 き、 四肢 の動 き、 また音声 、話 し方 、

言 葉 ・… ・・等 々す べ て感覚 器 官で把 握 され る もの を模倣 す るの であ る。 だが 、後 に も述べ るが、 シ ュ タイ

ナ ー に よれ ば、 幼児 の 身体 は、単 に こう した外 面的 な身ぶ り・姿 だ け を模 倣 す るの で はな い。 そ れは 、 さ

らに周 囲の人 の 内面 の世界 ・精神 的 な世界 を も模 倣す る。

言 うまで もな いが 、幼児 の接 す る周 囲の 人 々は 、 目に見 え る身振 りや行為 に よっての み生 きるので は な

い 。人 々は 、 自 らに備 わる霊 と魂 、 と りわけ思 考 ・感情 ・意志 な どか ら成 る魂 の力 に よっ て、 さ まざ まな

思 い、思 想 、快 ・不快 や美 醜 な どの諸感 情 、希 望、 願 い ・… ・・等 々 、つ ま り内面 的 ・精 神 的世 界 と呼 ばれ る

もの を持 っ て生 きる。 こ う した内 面的 な世 界 は、表 情 や身 ぶ りや行 為 のか た ちで明瞭 に外 に現 われ る こと

もあ るが 、 明瞭 に現 われ ない こと も多 い。 け れ ど も、幼 児 にとっ ては、 そ れが 明瞭 に現 われ る とか現 わ れ

ない とい った こ とは 問題 で は ない。 幼児 は、 とにか く周 囲の 人 に大 きな関心 を持 ち、 この人 の内 面 的 ・精

神 的 な世界 を も、 それ が外 に現 わ れ な くて もか ぎ と り、 模倣 す る の であ る 。 シ ュ タイ ナー は この こ とを

「子 どもは精神 的 な もの を も内 的 に身体 で模写 します 」(Steiner,R.1923b,S.111;シ ュ タイ ナー,R.1985、151

頁)と いっ た表現 で述 べ る。

シュ タイ ナー幼 稚 園で は、 園児 た ちは教 師 の動作 を見 て まね て動 き演 じ、教 師 の言 う言葉 をまね て声 に

出 し、教 師 の歌 うの を まねて歌 う。模倣 の 原理 は シュ タイナ ー幼 稚 園 にお け る演 劇活 動全 体 を貫 き、 そ の

根 底 をな してい る。一 般 に模倣 につい て は否定 的 に見 る見 方が 強 い。 しば しば批 判 や非難 の 的 にな る 「サ

ル まね」 や 「模造 品」 は、そ れ を端的 に示 してい る。 一般 的 には否定 的 に見 られ る模 倣 は、 しか し幼児 の

成長 とい う点 か らみ る と、価 値 の高 い ことが らで あ る。 そ れ は模 倣 の行 為が 、人 間 と しての証 で あ る 「学

び」 あ るい は 「学 ぶ こ と」 「学 習」 を根 本か ら支 え るこ とだ か らで ある 。 シュ タ イナ ー教育 で は、 幼児 期

の子 ど もの活 動 につ いて 「学 び」 あ るい は 「学 ぶ」 とい う視 点 で とらえる。 シュ タイナ ーが教 える とい う

言 い方 をせ ず、 学 ぶ とい う言 い方 をす るの は、 子 ど もの本性 の特徴 であ る 「自発 性」 「能動 性」 を何 よ り

も大切 にす るか らであ る。

で は 「学 ぶ こ と」 は どの よ うに して行 われ るの か。 かれ に よる と、 それ は、 ま さ し く 「模倣 」 に よっ て

行 われ る。か れ は言 う。 「一 ・す べ て の こ とが らは、最 初 の数年 間 は模倣(Nachahmung)に よって学 び

(1ernen)と られ な くて は な ら な い し、 模 倣 に よっ て 周 囲 の 人 々 か ら受 け と られ な くて は な らな い 」

(Steiner,R.1923b,S.106)。 「子 ど もは生 まれてか ら7歳 まで 、すべ て を模倣 を とお して 学 び ます 」(シ ュ タイ

ナ ー,R.1999b,160頁)。 子 ど もの学 び は この よ うに模倣 と一体 の もの と して と らえ られ るが ゆ え に、模 倣

は この上 な く価 値 の高 い重 要 な もの と して位 置づ け られ るので あ る。
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(2)身 体 組 織 ・器 官 の 形 成 、 身 体 活 動 ・運 動 と して の 演 劇 の方 法 原 理

シュ タイ ナー は、幼 児 の 身体 形成 の 方法 と して、幼 児 の 身体 活動 ・運 動 に注 目 しこれ を重視 す る。 す で

に述べ た よ うに、幼 児 は、 自分 の うち に身体 を運 動 させ よう とす る本性 ・衝 動 を もっ て生 きる。 幼児 教 育

に従事 す る教育 者 に とって重 要 な こ とは、 こ う した幼 児 の運動 へ の衝 動 ・欲 求 を満 た してや る こ とで あ る。

しか し、幼児 は、 この衝 動 を他 の誰 の助 け を も借 りる こ とな く、 自分 だけ で発動 で きる もので は ない。 そ

のため には、他 人 の助 け を必 要 とす る。 シ ュ タイナ ー によれ ば、幼 児 の本性 に適 した、 教育 者 の依 るべ き

援 助の 方法 とは、教 育者 自身が 自分 の身体 を動か し行 動 して模 範 を示 す こ とで あ る。 とい うの は、既 に明

らか に した よう に、幼 児 が 、周 囲の 人 を 「模倣 」 す る本性 を持 つ存 在 だか らで あ る。幼児 は、周 囲 の人 の

動 き、運 動 を模倣 す る こ とを通 して運動 へ の衝 動 を発 動 させ 身体 運動 を行 うので あ る。

た とえ ば、 キ リス ト降誕劇 で、 身重 の マ リア と ヨセ ブが宿 を求 め る場 面 で は、円 の 中央で 、.ヨセ ブ とマ

リア役 の園児 が宿 屋 の戸 をたた く動作 な どをす る。円 になっ てい るそ の他 の 園児 たち は、教 師が 「残 念 な

が らこの宿屋 は 一杯 です」 と歌 い なが ら(ヨ セ ブ とマ リアの 申 し出 を)断 る し ぐさを まね る。園児 た ちは 、

教 師 と と もに、歌 いなが ら、 ひ ざまず い た り、手 をつ ない で 円 を回 った り、全 身 を使 って動作 をす る。 こ

の ように シュ タイ ナー幼稚 園で お こな われ る演 劇 は、 身ぶ り、 し ぐさ、つ ま り幼 児 の 身体活 動 を重視 した

活動 で あ る。 しか しシュ タイナ ー に よれ ば、幼 児期 の 身体 活動 で重 要 なの は単 に 身体 を動か せ ばいい とい

うこ とでは ない 。

で は身体 活動 の教 育 にお いて 、教 師が幼 児 に とって の模範 とな りうるた め には、 その 身体 活動 は、 どの

よ うな特 徴 を備 え てい なけ れば な らない のだ ろ うか。 シ ュ タイナ ーは、 幼児 期 の身体 活動 に関 して、音 楽

性 ・リズム性 を重 視 す る。 シュ タ イナー に よれば 、音 楽的 な 身体 活動 が 必要 なの は、 そ れ も幼 児 に宿 る重

要 な本 性 の一 つ だ か らで あ る。 「子 ど もの こ ろの音 楽 的能 力 は 、大 抵 の場 合 、 三歳 か ら四歳 までの 問 に、

特 に強 く働 いて い ます。 です か ら この こと に気付 き、 そ して それ を表 面 的 な音楽 の勉 強 と結 びつ けず 、 そ

れ をそ の子 どもの身体 の在 り方、 特 に踊 りと結 び つけ れば 、 とて も大 事 な こ とを子 どもに してあ げ られ る

の です」(Steiner,R.1919b,S.18;シ ュ タ イナ ー,R.1989b,16頁)。 幼 児 の身体 そ の ものが 、 リズ ム を持 っ た動

き、運動 を しよ うとす る傾 向 は、幼 児 に備 わ る 自然 の衝 動 に よる もので あ る、 とい う こ ともで きるが 、 シ

ュタイ ナー に よれ ば、 リズ ムを もっ た身体 活動 へ の傾 向は 、 身体 内部 の 諸器 官 その もの の リズム活 動 に 由

来 す る。 シ ュ タイナ ー は、 この こと を例 えば、 「音 楽 的 な体 験 は 、本 来 、聴 覚 に よる知 覚 とリズ ム的 な呼

吸過 程 の なか にあ ります」(Steiner,R。1920,S.34)と い った言 葉 で述 べ る。 身体 内部 の諸 器官 で リズ ム活 動

の さま を最 も明 確 に示 す ものは 、心臓 と肺 であ る。 この動 き・活動 の本 質は 、鼓 動 と呼 吸 に示 され る よう

に、 リズム運 動 に ほか な らない。 心臓 も肺 も一 定 の リズム で動 き活動 して い る。 人体 の 中心 であ る心臓 や

肺 の本 質が リズ ム運動 にあ る とい う こと、 この 心臓 ・肺 を含 む身体 の諸 器 官 が幼 児期 にお いて著 しく発 達

す る こ と、 この こ とか ら手 足 をは じめ とす る、 幼児 の 身体 運動 の リズム性 へ の傾 向 が 出て くるので あ る。

そ れゆ え、 教 師 は、 で きるか ぎ り幼児 の面前 で は リズ ム に乗 っ て身体 活動 を行 い、 示 さ なけれ ば な らず 、

シュ タイナ㌍ 幼稚 園 のキ リス ト降 誕劇 で は、 園児 は教 師 を模 倣 しつ つ、歌 を歌い 、 リズ ミカル に身体 を動

か しなが ら、 劇 を行 うので あ る。

(3)話 す 力 の形 成 と して の 演 劇 の 方 法 原 理

幼児 は、 もし自分 の周 囲 に言 葉 を話 す人 が存在 せ ず耳 を傾 ける言語 環境 が存 在 しない場 合 には、 言葉 を

話 せ る よ うには な らない。 この こ とは言 い換 える と、幼 児が 、言 葉 を話 す こ とを 「模倣 」 に よっ て学習 す

る こ とにほか な らない 。 シ ュタ イナー が幼児 の話 す力 の 育成 に際 して まず重視 す るの は、 こ うした、幼 児

の模倣 に よる言 葉 の習得 で あ る。 シュ タイ ナー は、 「話 す こ とは、 まず 第 一 に、 耳で 聞 いた 音声 を模 倣 す

る こ とで す」(Steiner,R.1923a,S.37)、 「… … 幼 児 は、 自分 の 周 囲 の 人 々 を模倣 しつ つ 言 葉 を習 得 しま

す … … 」(Steiner,R.1923b,S.IIO;シ ュ タイナ ー,R.1985,149頁)と 述べ る。言 葉 を こ う したか た ちで習得

す るのが幼 児 の本性 で あ るが故 に、 話す こ との教 育 にお い て教 育 者が 行 わ な くて は な らない こ とは、幼 児

の面前 で言 葉 を話 し聞 かせ る こ とであ る。 それ ゆ え、 シュ タイ ナー幼稚 園の演 劇教 育 で は、幼児 に台詞 を

覚 え させ 、言 わせ るか た ちで の言葉 の教 育 を行 うの で はな く、教 師の発 した言 葉 をそ の ま ま真似 て発 す る
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こ とで言 葉 の教 育 を行 うので あ る。

幼 児 にお い ては、 言葉 の習 得 は、 た しか に、周 囲 の人 の話す 言葉 を聞 き、 これ を模倣 す る とい う仕 方 で

行 われ る。 しか しシュ タイナ ー にあ って は、話 す こ との教 育 は、単 なる耳 と口 の問題 に限定 されな い。 そ

れ は、 さ らに広 く身体 全体 の 問題 と して把 握 され、 話す 力 は、根 源 的 には 、幼児 の 身体全 体 の活動 ・運動

か ら生 じる とされ る。 シュ タイ ナー は 「子 ど もは、 まず 身 体全 体 を通 して 、話 す とい う こと を始 め るの で

あ ります 」(Steiner,R.1923b,S.llO;シ ュ タイ ナー,R.1985,149頁)と 述 べ るが 、 それ ゆ えシ ュ タイナ ーに あ

っ ては、 話 し方 の教育 で重 視 されな くて はな らないの は、 歩 く、腕 を動 か す … とい った身体 運動 で あ る。

言葉 を話 す力 をつか さどる もの は頭部 の脳 の働 きにあ るが 、 この脳 の働 きを促 すの は全 身 の活動 だ か らで

あ る。手足 の 運動 、全 身 の活動 か ら頭部 の脳 の 活動 が生 じ、 そ こか ら話す 力が 生 じて くる。

演 劇 は まさ に生 きた言語 教育 だが、 シ ュ タイナ ー幼稚 園の劇 で は、教 師 が模範 と して 言 うセ リフには必

ずそ の言 葉の 示す 事物 や動 作 が と もな う。 先 のキ リス ト降 誕劇 の例 で言 えば、教 師 が ヨセ ブの セ リフ、 す

な わち 「トン、 トン、 トン、 どなた かい ませ んか 、今夜 一 晩 とめ てい ただ きた いの です が」 とい うセ リフ

を言 うと きには、言 葉 と同 時 に宿 の戸 をた た く動 作 を幼児 も ともに行 う。こ うす るのは 、幼 児 にあ って は、

それ が示す 事物 や動 作 との対 応 で言 葉 を習得 す る こ とに よって、言 語能 力が 健全 に発 達す る か らで もあ る。

幼 児 は、単 に教 育 者が 口 に出 して い う言 葉 をまね して習 得 す るので は ない。 幼児 期 にお いて 、話 す こ とは

人間 の運 動器 官 全体 か ら生 じ、身 体 活動 ・運 動 、そ れ も先 に述 べ た よ うに、 リズム に満 ち た身 体運 動 を行

うこ との なか で言葉 を習得 して い くので あ る。

また、 シ ュ タイナ ー幼 稚 園 で は、園児 た ち一 人一 人 にセ リフ を覚 え させ 、言 わせ るか た ちは と らず 、 あ

くまで園児 た ち は教 師の セ リフ を真 似 して言 うだ けで あ る。 キ リス ト降 誕劇 の セ リフは 、大 人 の間で使 用

され る知 的 な言葉(劇 中 の独特 な言 葉等)も 多 い。 幼児 一 人一 人 にそ れ らを正 し く覚 え させ 言 わせ る こ と

を避 け るの は、幼児 期 の子 ど もはま だ、知 的 な もの を欲 さない とい う幼児 期 の子 ど もの本 性 に 関す る認識

か ら導 き出 され た もので もあ る。他 方、 日本の 幼稚 園 で行 われ る劇 は、 これ とは まった く違 っ て、 園児一

人一 人 にセ リ フが与 え られる。 園児 は、 自分 で セ リフを覚 え、保 護 者 をは じめ とす る皆 の前 で言 わ な くて

は な らない。 た しか に大人 の セ リフ も訓 練 させ れ ば、幼 児 で も言 う こ とが で きる よ うにな る。大 人が 目を

見 張 る ほ ど上手 に言 うこ とが で きる幼児 もい る。 しか し、両 者 の劇 か らうかが え る言葉 の教 育 に関す る大

きな違 い は、 日本 の幼稚 園で は、必 要 に応 じて、子 ど もの欲 求 があ るな しにか かわ らず 言葉 を教 え、 話す

訓 練 をさせ るの に対 して、 シ ュ タイナ ー幼稚 園 では その ような こ とは一切 しない、 とい う ことであ る。

シ ュ タイナ ー幼稚 園で は、幼 児 に、 「このセ リフは 、 この よ うに言 うので す よ、 さあ、 口 に出 して 言 っ

て ご らん」 な どとい った や り方 は意 図 的 に排 除 し、 決 して行 わな い。 この よ うなや り方 は、 強制 的 な色彩

が濃 い。 シュ タイナ ー教 育 で用 い られ る のは、 強制 的 な要 素 を一切 と り除 いた 、幼児 の 自由意志 に基 づ く

「模倣 」 で あ る。幼 児 は、 教 師が模 範 と して示 す言 葉 を、 自発 的 に模 倣 して習得 す る ので あ る。 シ ュ タイ

ナ ーの重視 す る幼児 の模 倣 活動 は、 フ レーベル の言 う 「自己活動 に基 づ く模倣 」活動 で ある 。 したが って 、

幼 児教 育 に従事 す る教 育者 が留 意 すべ きこ とは、幼児 が 自ら進 んで模 倣 しよ う とす る状態 をつ くり出 す こ

とで あ り、幼児 の 目前 で模 範的 活動 をみせ つつ 、幼 児が模 倣 活動 を 自らの力 で行 うに至 る と きを じっ と待

ち見守 る ことであ る(広 瀬俊 雄1988,126頁)。

(4)道 徳 性 ・宗 教 性 の 育 成 と して の 演 劇 の 方 法 原 理

シュ タイナ ー に よる と、 幼児 期 の子 ど もは、他 の時期 の子 ど もと違 って、 自分 の周 囲 にい る人 の心 の 中

の思 い も外 に現 われ た行 為 を も、その すべ て を道徳 的 にみ て よい もの と無意 識 に信 じて模倣 しよ うとす る。

幼 児期 の子 ど もは大人 とは違 う存在 で あ る。大 入 は一般 的 に周 囲の 人の 身 ぶ りや 目つ きを見 て、 そ こか ら

その 人の心 の 中 の道徳 上 の思 い を読 み取 る まで に至 らない 。 しか し、子 ど もは違 う。 シュ タイ ナー に よる

と、幼 児 は周 囲 の人 の身ぶ りや 目つ き を見 て そ こか ら心 の 中の 道徳 上の 思 い を読 み取 り、 しか もそ れ を全

身で模 倣 し吸 収 して しま う。恐 ろ しい こ とに、 シ ュ タイ ナー にあ っ ては 、全 身 で模倣 し吸収 して しま う、

周 囲 の人 の道徳 的 な思 い、 と りわ け邪悪 な醜 い思 い な どは、 子 どもの後 の生 涯 の中で 身体 を蝕 む力 と して

作 用 し、 病気 を生み 出す 原 因 の一 つ と さえ な る。 そ れ ゆ え、 シュ タイナ ー は次 の よ うに述べ る。 「重 要 な
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こ とは、私 た ちが親 、 あ るい は教 師 と して子 ど もの周 囲 で単 に あつ か ま し くも眼 に見 え る ような不 将 な行

為 は しな い とい うこ とだ けで はな く、心 の う ちに真実 の思 い や感情 を持 ち、心 の うちに道 徳的 な思 い や感

情 を持 た なけ れば な らない とい うこ とです 」(Steiner,R.1923b,S.107;シ ュ タイナ ー,R.1985,145頁)。

幼児 期 の道 徳性 の 教育 で重 視 され な くて はな ら ない のは 、幼児 の知性 に訴 え る こ とを主眼 とす る説 教 、

言 葉 の内容 自体 よ りも、大人 の しぐさ、身 ぶ り、言 動 な どに潜 む心 の中 の道徳 性 と宗教 性 のあ り方 であ り、

さ らにそ れ らの思 い をで.きる限 り実行 して生 きる とい う ことで ある。 したが って、 幼児 期 の教 育 にお いて

最 も重 要 な こ とは、模範 た る教 育者 の内 面 の優 れた道 徳性 と宗 教性 が 、教 育者 自身の現 実 生活 にお け るす

べ て の言動 の端 々 に まで無 意識 に 自然 に表現 され る ように、 自己教 育 を行 わ ね ばな らない 、 とい う こと に

あ る。 とい うの は、 幼児 期 の子 ど もは、周 囲 の大 人 の言 動 の 中で、 と りわけ 道徳 的 ・宗教 的 な要 素 を敏感

に知覚 して模倣 し、 自己の 道徳性 の基 礎 と して形成 す る(Steiner,R.1924a,S.35)、 す なわ ち道徳 的 な もの は

周 囲の 人 を模 倣 す る こと によっ て生 じるか らであ る。教 育 者の 心 の中 の道徳 上 の思 いが 子 どもの成長 に及

ぼす影響 の 大 き さを深 く認識 す るか らで あ ろ う、 シ ュ タイナ ーは 「この、教 育者 の心 の中 の道徳 上 の思 い

に基 づ く教 育 が 、 歯 の 生 え か わ り ま で く幼 児 期)の 子 ど も に と っ て は 、 最 も重 要 な も の で す 」

(Steiner,R.1924a,S.35)と 主 張 す るので あ る。

い うまで もな くキ リス ト降誕劇 を生 み 出す精 神 的世 界 は、敬 慶 な宗教 的世 界 であ る。教 師自 身が、 どの

よ うな思 い を抱 いて キ リス ト降誕 劇 を行 うか は とて も重要 なこ とであ る。幼 児 の前 に立 つ教 師 自身が 、 キ

リス トの誕 生 を心 か ら祝福 し、神 、お よび キ リス トに対す る感 謝 や愛 を もって キ リス ト降誕劇 を行 うこ と、

さ らに幼 児 に対 す る信 頼 、感 謝 の念 を もっ て、幼児 の 前 に教 育 者 と して立 つ こ とで は じめ て、敬 慶 な宗教

的世 界 や道徳 的 な思 いは 、幼児 の心 の 奥深 くまで浸 透 して い くので あ る。

演劇活動と教師の役割 一まとめにかえて一

さて 、 これ まで見 て きた よ うに、子 ど もが模 倣 に よっ て学ぶ とい うこ とか ら、子 どもが学 ぶ ときには ど

れ ほ ど周 囲 の人 、つ ま り教 育 者 との 関係が 重要 で あ るかが 分 か る。 そ れは模 倣 す る ことが教 育者 そ の人 を

模倣 す る こ とで あ り、教 育者 との関係 の 中で模 倣 す る こ とだ か らであ る。 シ ュ タイナ ー教 育 の最 も大 きな

特徴 の一 つ は 「子 ど もと教 師 との教 育 的 な関係 」 の重 視 にあ る と言 って も過言 で はな い。 どち らか とい え

ば子 ど もが教 師 と じか に接 す る活 動 では ない 人形劇 や 自由遊 び と異 なって 、す で に述 べ て きた ように、演

劇活 動 は教 師の あ り方が 最 も重視 され る教 育活 動 で ある とい え よ う。 シ ュ タイナ ーは 「重要 な のは教 育 や

授業 の根 本 問題 が教 師の 問題 だ とい うこ とです 」(Steiner,R.1924a,S.22)と 述べ るが 、『子 ど もが 自分 の前 に

立 つ大 人の外 面 だ けで な く、 そ の内面 に も目を向 け、 その 内面 を も模倣 し、そ れ を糧 に魂 や身体 な どを成

長 させ よう とす る本 性 を持 つ こ とを考 える と、教育 者 の あ り方 、す なわ ち教 育者 が持 つ内面 の世 界 は この

上 な く重 要で あ る。 この よう に教 師の 内面 をす べ て の基盤 と して、模 倣 の原 理 に基 づ き、身体 組 織 器官

の形 成 、 身体 活動 ・運 動 、話 す力 の形 成 、道 徳性 ・宗 教 性 の 育成 を行 うのが シュ タイ ナ ー幼 稚 園 の演 劇活

動で あ る。 シ ュ タイ ナー幼 稚 園で は、 子 どもの本性 を深 く理 解 す る ことで、教 師が幼 児 の成長 に及 ぼす作

用 の大 きさや重要性 を深 く認識 し、 理解 し、子 ども と教育 者 との 関係 を十分 に考 慮 した教 育 実践 と して演

劇活 動が行 われ てい るので あ る。

以 上、 シュ タイナ ーの教 育理 論 に基 づい て、 幼児 期 の子 どもの本性 を明 らか に し、 そ こか ら導 き出 され

る幼 児教 育 の 目的 を述 べ た。 さらに その 目的 を達成 す るた めの教 育 の方 法原 理 と しての演 劇 につ いて 、 シ

ュ タイナー幼 稚 園で頻 繁 に行 わ れる キ リス ト降誕劇 を例 に とって明 らか に した。 た しか に シュ タイ ナー幼

稚 園の演 劇 は、 まだ、私 た ちの想 像す るい わゆ る 「演 劇」 には程 遠 い。本格 的 な演 劇 活動 が行 われ るのは 、

児童 期、 青年 期 、つ ま りシ ュ タイナ ー学校 にお い てで あ る。 シュ タイ ナー学校 では、 演劇 活動 はシ ュ タイ

ナ ー学校 の教 育課程 の中核 に据 え られ 、 その内 容、 目的、具 体 的 な方 法 の いず れ を とって も、 シュ タイ ナ

ー幼稚 園で の演 劇 活動 とは全 く異 な る。 シュ タイ ナー学 校 にお け る本格 的 な演 劇 活動 につい て は、稿 を改

め て論 じた い。
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<注>

1)シ ュ タイナー幼稚 園 ・学校 でよ く使われる竪琴の ような楽器。

2)シ ュ タイナ ー は特 に思考 、感情 、 お よび意志 の3つ を もって魂 を代 表 させ る。

3>こ こにい う節 目 とは、幼児 期 、児童 期 、青年 期 の こ とで あ る。

4)シ ュ タイ ナー に よれば 、感 謝 の念 が築 か れる のは 、誕生 か ら歯 の生 えか わ りまで の幼児 期 にお い てで

あ り、 愛 の基 礎が 確 立す るの は、 歯 の生 え かわ りの7歳 頃 か ら第 二次 成 長 の 目立 つ14歳 頃 まで の児 童

期 であ る。 そ して義務 は、14歳 以後 に これ らの 感謝 と愛 の基礎 の確 立 の上 に形 成 され る。
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Theo町andPrac血ceofDramaactivi寸y

intheSteinerKindergarten

HIROSEAyako

RudolfSteinerisknownasphilosopher,anthroposopherandeducatQr.Thispapertriestoinvestigatethe

purposeofdramaactivity,especiallytakingtheAdventdramaasaneducationalmethodintheSteinerkindergarten

basedonhiseducationaltheoly.Heattachesimportancetoinf㎞ ピsnaturetofbrmbodyorganization,bodyactivity,

abilityof .speaking,developmentofmoralityandreligiousnature.Theaimofeducationintheperiodofinfantisto

satisfyinfant'snature.Therefbredramaactivityisorganizedbasedontheprincipleofimitationasamethodwhich

developsinfimピsbodyorganlzation,bodyactivlty,abilityofspeaking,moralityandreligiousnatule.Thedifference

inthed㎜aactivitybetweenJapanesekinde㎎ 餓en㎝dSteinerkinderg飢enisthepositionofteache路.Teachersin

thedramaactivityintheSte量nerkindergartentaketheinitiativeinthedrama,playwithinfantsandbecomemodels

fbrinf血nts.Thisisthemostimportantaspectofeducationa夏methodintheSteinerkinde㎎arten,b㏄auseimitationas

inf鋤t'snatureisfUndamentalindleeducationofinfant.


